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第３期第９回練馬区障害者地域自立支援協議会議事録 

 

１ 日時   平成２８年３月１４日（月） 午前１０時から１２時 

２ 場所   区役所２０階 交流会場 

３ 出席委員 金杉委員（副会長）、森山委員、佐藤委員、的野委員、市川委員、

田中委員、森下委員、河合委員、野田委員、金井委員、 

柴田委員、岩田委員、三澤委員、千葉委員、藤巻委員、 

古畑委員、山形委員、萱野委員、林委員、（以上１９名） 

       ※欠席委員 高橋委員（会長）、有馬委員、栗原委員 

４ 傍聴者  ０名 

５ 配布資料 ①資料１ 第３期専門部会報告書  

②資料２ 第３期（平成２５～２７年度）練馬区障害者地域自

立支援協議会活動報告書（案）  

③資料３ 練馬区における障害を理由とする差別の解消の推進

について 

④資料４ 平成２８年度練馬区障害者施策の概要 

⑤資料５ 障害者の住まいに関する調査の実施について（案） 

 

 

○副会長 

本日は、会長がお休みということで代わりに進行いたします。よろしくお

願いします。 

机上に日本病院・地域精神医学会総会のお知らせを配布させていただきま

した。１０月１３、１４日に、練馬文化センターとココネリホールで行う予

定です。私が大会長として総会の準備をしています。病院の医療を改善する

精神科の、地域の精神障害者の生活を支援する、病院から地域への移行を促

進することなどに取り組んでいる学会なので、ご興味があれば覗いていただ

ければと思います。 

   それでは次第にそって進めます。最初に専門部会からのご報告というこ

とで、権利擁護部会から順番にお願いいたします。 

○事務局 

権利擁護部会の報告をさせていただきます。本日、ご報告する内容は、大

きく３つです。１つは、第８回権利擁護部会のご報告、２つ目は、第３期権

利擁護部会のまとめについて、３つ目に、第４期への引き継ぎおよび提案事

項等についてです。 

   第８回権利擁護部会では、地域における障害理解の促進、自己決定支援
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等について、取組や活動の報告がありました。 

まず、練馬区聴覚障害者協会から、地域住民と聴覚障害のある方が一緒に

行う避難訓練について報告がありました。訓練実施後、被災時に聴覚障害の

ある方に対して配慮しなければならない点などが、住民の方にどこまで理解

されているのか、その成果を検証していくことが課題の一つでもあります。

また、地域の小中学校を訪問して、当事者の体験談を話して聴覚障害のこと

を知ってもらうなど、学校と相談していろいろなプログラムを実施している

ことなどの報告がありました。 

次に、練馬区視覚障害者福祉協会から、地域生活について報告がありまし

た。地域で生活していくことの難しさ、例えば、視覚障害のある方同士は一

緒に外出したり余暇を楽しんだりすることがあり、皆で楽しく参加している

が、地域に戻ると隣に住んでいる人のことを知らないなど、孤立している現

状があります。地域での孤立を解消することや、障害者自身が社会の一員と

して、自分は何ができるかという意識を持つことが必要ではないか、との報

告がありました。 

   最後に、介護人派遣センターの意思決定支援について報告がありました。

今まで意思表出できた方が、高齢化に伴い、気管切開や脳梗塞などにより

意思が表出できなくなる場合があるということや、「これを買いたい」と意

思の表出はできるけれど、それらを買うと家計が成り立たなくなってしま

う場合の対応など、本人、家族とどう寄り添って支援していくかが課題で

ある、との報告がありました。 

   次に、第３期権利擁護部会のまとめについてです。第３期専門部会では、

関係機関の協力体制を強化し、障害者虐待防止のためのネットワークを構

築するとともに、障害者の権利擁護について検討する、事例を通して障害

者の権利と地域理解への取組および地域における見守りネットワークにつ

いて協議を行う、ということを検討テーマ・目的として実施し、全８回の

協議を行いました。 

    協議の中で見えてきた１点目の課題、障害者虐待への対応について、そ

の解決に向けた取組として、何が虐待にあたるのか一般的に知られていない

ため、通報先や相談窓口等について、さらに広報活動が必要であるという意

見がありました。また、家族の孤立などを防ぐことが虐待の防止につながる

ため、相談できる場所や利用できるサービスを充実するとともに、情報提供

を徹底し、できるだけ多くの者が、障害者とその家族に関わることが重要で

はないか、といった意見などが挙げられました。 

２点目の課題である障害者の自己決定支援について、その解決に向けた取

組として、自己決定支援の基礎となる情報について、障害特性に応じた適切
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な情報提供に取り組む必要があるというご意見がありました。家族や支援者、

障害者に対しても、障害者の人権尊重、権利擁護のための啓発を行うことで、

障害者が自己決定や権利の主体者として認識し、行動できるような取組や、

成年後見制度の利用を促すため、制度に関する周知、啓発が重要である。障

害者や家族と信頼関係を構築している支援者が、適切な時期に正しい情報を

伝える機会を設ける等、情報提供の方法を工夫する必要がある、といったこ

とが挙げられました。 

   ３点目の課題である地域における障害理解の促進について、その解決に向

けた取組としては、理解者を増やし、社会全体の意識を変えるためには、幼

児期からの教育・啓発活動の取組が重要であるといったことや、施設から積

極的に地域交流を図るとともに、地域住民や区民に対する障害者への理解、

差別解消の推進等に関する啓発活動を充実させる必要がある、といったこと

が挙げられました。 

   これらのことを踏まえて、第４期への引き継ぎといたしまして、障害者の

権利や社会参加を考える際、障害は個別性が高く、必要とする支援が違うこ

とを踏まえて対応することが必要であることから、障害の理解と差別の解消

の推進に関する具体的な取組を考える必要があります。次に、障害理解の促

進について、教育の重要性は共通認識ができたので、第４期では、実際に行

われている教育現場での取組事例を検証するとともに、学校現場に対して障

害理解の促進に関するプログラムの提案等について協議したいと考えてい

ます。 

また、虐待や差別に関する相談など事例等を通して、事例が生じる状況や

その背景などを分析し、虐待や差別を防止する具体的な取組につなげること

ができるよう協議したいと考えています。権利擁護部会からの報告は以上で

す。 

○副会長 

ありがとうございました。それでは次に高齢期支援部会、お願いします。 

○委員 

第３期の高齢期支援部会では、合計９回の協議を行いました。 

まず、専門部会の検討テーマは３点ありました。障害者の高齢化や重度化、

「親亡き後」に備えて、障害者等の生活を地域全体で支えるための支援に関

する協議。２点目は、高齢期を迎える障害者への支援に関する課題の抽出、

整理、具体的な対応に関すること。３点目は、障害者の地域生活を支えるた

めの具体的な取組や必要な施策、関係機関の有機的連携等に関することにつ

いて協議してまいりました。 

    その中で見えてきた課題が６点ありました。項目のみ説明、ご紹介いた
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します。課題の１点目は、グループホーム・入所施設などに関する課題です。

２点目が住宅確保に関する課題、３点目が本人の障害受容と支援者との関係

性の構築、４点目が家族関係等に関する課題、５点目が医療に関する課題、

６点目が安心した生活につながる課題が抽出されました。この項目の他に、

愛の手帳を所持していない方が６０歳以上に多く存在すること。情報難民に

なりがちな高齢期の方たちにわかりやすい情報提供の工夫が必要というこ

と。施設や病院での受け入れには限界があり、高齢期になっても地域で生活

するための支援が必要であるということ。制度の隙間を埋めるため、地域の

有志が見守りサポーターとなるような制度があるとよい、という意見もあり

ました。また、本人の意思決定支援の重要性についても意見がありました。 

   第３期の中で、高齢期支援部会で制度を中心として、生まれた時から亡

くなるまで、どのような法律が活用できるかという表を作りました。今後

は、児童期や学齢期、青年期と年代に応じて就労の支援、日中活動、居住

支援のサービス内容などがチャート式で分かるような表を部会で作成する

という意見も出ており、第４期の専門部会で進めていきたいと考えていま

す。 

第３期の部会において、高齢期を迎える障害者への支援に関する課題の抽

出および対応方法について整理してきました。第 4期では、障害者の地域生

活を支えるための具体的な取組、関係機関の有機的連携等に関することを協

議していきたいと思っているところです。高齢期支援部会からは以上になり

ます。 

○副会長 

ありがとうございます。それでは、相談支援部会お願いします。 

○委員 

相談支援部会は、相談支援ネットワークの推進と、人材育成を含めた相談

支援の体制整備に関する協議を行うことを目的としております。具体的には、

相談支援のネットワークづくり、相談支援の課題の抽出と対応策の協議、サ

ービス等利用計画作成体制の評価、地域の相談支援事業所の育成支援に関す

ること、ライフステージを踏まえた切れ目のない支援を、テーマとして掲げ

て行ってまいりました。 

   ３期では８回の協議を行いました。前半は広いテーマの中から、課題の

抽出を行いました。中盤では、事例検討の中から、緊急通報システムにつ

いて、より有効に利用できるよう協議して、全体会でも報告させていただ

きました。 

全体会の中で、当事者の視点が抜けているのではないか、というご意見が

ありました。そのご意見を受けて、部会では高次脳機能障害の当事者の方を
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招いて、お話をしていただきました。後半の協議では、当事者の方のお話か

ら見えてくる練馬区の現状、課題を掘り下げております。 

専門部会の協議の中で見えてきた課題としては、４つ挙げています。 

   相談支援のネットワークの課題について、インフォーマルな社会資源を

積極的に活用していくということが必要ではないかというご意見がありま

した。つぎの課題である、地域で生活する当事者に対する支援については、

地域で気軽に集まれる場所、支援を受けられる場所の創設が必要ではない

かというご意見がありました。 

   ３番目の課題として、サービスを知らない人への有効な情報手段が挙げ

られます。お話をしていただいた方は、IT機器を使いこなせる方でしたが、

それでもインターネットに頼っただけでは得られない情報もあるというお

話がありました。インターネットを使えない方も相当数いることが想定さ

れます。情報にアクセスできないために孤立化してしまう可能性がある方

に対する対応、防止策についても、われわれの部会で今後取り組まなけれ

ばいけない課題であると認識しております。 

   課題の４番目は２４時間相談支援体制についてです。現在区内では、その

対策が確立されていませんが、そのニーズがどれだけあるかということ、ま

た既に取り組んでいる他の市町村の取組なども参考にしながら協議したい

と考えています。 

また、サービスを利用する方が、具体的に利用を希望するサービスに関す

る相談に応じることはもちろんですが、心に寄り添う支援の必要性、重要性

について協議の回数を重ねるごとにメンバーで共有しているところです。 

第４期への提案ということでは、第３期に切れ目のない支援ということの

視点から、児童期の内容については切り込めなかったので、もう少し大局的

な側面から取り組んでいきたいと考えています。 

また、当事者の方の高齢化だけでなく、ご家族の高齢化も差し迫った問題

です。介護保険など、高齢支援機関と連携する体制作りについても課題にな

ってくると認識しております。相談支援部会からの報告は、以上でございま

す。 

○副会長 

ありがとうございました。それでは、地域移行部会からの報告をお願い 

します。 

○委員 

地域移行部会は、障害のある方が、入所施設や病院から住み慣れた地域に

戻り、安心して生活ができるように幅広く相談支援のネットワークを構築し

て、支援体制の充実を図るための方策について検討をしております。 
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   第３期の開催状況としましては、平成２５年９月より、８回に渡って検

討を行ってまいりました。協議のテーマによっては、委員の方々の他に、

関係機関の方が参加をしております。第２回目では、きらら・ういんぐの

退院促進に向けた地域移行支援事業にかかわり、実際に活動しているピア

サポーターの方に２名ご参加をいただき、当事者がかかわる意義や思いな

どをお話ししていただきました。 

   地域移行支援の過程において、同じ経験をしているピアサポーターが、地

域生活への不安や生活技術の相談などに応じ、気持ちを支える効果だけでは

なく、当事者であるピアサポーター自身が地域で必要とされ活動することで、

安定した地域生活につながっていることなどの理解が専門部会の中でも深

まり、当事者の力の活用について検討を行っています。 

   また、訪問看護ステーションからご参加いただいた第４回の専門部会で

は、訪問介護の現場から見える地域移行、定着への課題について協議し、

訪問介護の支援により日中活動が支えられる方が多く、医療と福祉の連携

と相互の理解の重要さを共有しています。 

 第６回では、障害者の地域生活における住まいの課題とその方策について

テーマを決め、中野区の居住サポート事業を見学し、取組の説明を受け専門

部会で報告して課題を整理しつつ、その検討課題を本年度の自立支援協議会

の協議事項として提案させていただきました。 

   地域移行部会からの協議の中で見えてきた課題として、２つの課題を上げ

させていただいております。 

課題の１つ目は、地域移行が進まない住まいの課題として、グループホー

ムの拡充や、賃貸住宅・民間住宅への居住支援の仕組み作りと関係者のネッ

トワークの構築と連携強化が必要であるということです。現状としては、地

域移行支援に取り組む相談支援事業所が少ないことから、退所後、退院後、

地域で安定して生活し続けていくことが難しい現状があります。解決に向け

た取組として、住まいの選択を広げるために、居住支援協議会など、練馬区

独自の設置を検討する。イベントなどを通じて、地域住民と障害当事者が交

流する機会を創出し、地域全体で支え合う仕組みづくりを行う、などが挙げ

られています。 

 課題の２つ目は、当事者を地域移行、定着支援の重要な社会資源と位置づ

け、ピアサポーターの育成と活用を進めるということです。先ほども少し触

れましたが、きらら・ういんぐでは、入院経験のある当事者がサポーターと

して定期的に病棟訪問や患者さんと社会資源見学、また、勉強会などの参加

を行っております。地域移行に向けた取組は、様々な選択肢が必要で、施設、

病院、支援者、様々な方の連携が必要です。解決に向けた取組として、ピア
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サポーター自身の経験や思いを、入院患者や病院関係者に届けられるように、

ピアサポーターを専門職が支援することが必要であります。また、サポータ

ーが、活動にやりがいや楽しさ、継続的に持ち続けられるように、その活動

の成果を発表する機会や、サポーター当事者が交流する機会を持つなどの取

組が挙げられています。 

第４期への引き継ぎの提案事項といたしまして、障害者が地域で活動、活

躍できる場の創出や、地域住民に、障害に対する普及・啓発を促し、障害が

ある人もない人も共に支え合う地域のつながりの仕組みを作ることや、高齢

や重複障害など、長期入院者の退院支援のおける社会資源の関係者の役割の

検討が挙げられています。 

第３期に引き続き、第４期でも、居住の課題として住みたいと思う地域や、

選択できる居住に退院ができるように、希望する地域生活を実現するための

支援について考える。また、障害のあるなしにかかわらず、様々な場面で一

緒に活動し、障害者の地域移行につながっていくことが大切であるというこ

とから、ピアサポーターの育成と活用や、地域住民の理解とネットワークづ

くりなどを協議し、地域で暮らし続けるための方策について考えることが必

要であると思われます。地域移行部会の報告は以上です。 

○副会長 

ありがとうございました。それでは、発達障害支援部会の報告をお願い 

します。 

○委員 

発達障害支援部会の報告をいたします。この部会では大人の発達障害に対

する支援の在り方に関する協議を行いました。発達障害については、最近、

一般の本屋さんにも発達障害の本が並ぶようになりましたが、いずれの障害

手帳の範囲にもうまく収まらず、制度やサービスの、ちょうど隙間のところ

に入ってしまっているような障害です。 

   障害の特徴としては、ご本人が障害についての認識がない方、手帳が取

れない方、精神障害の手帳を取ったとしても、今までの障害の種類のサー

ビスの中にはうまく当てはまらないという特徴がある方たちです。そうい

う方たちが、実は地域内にもたくさんいるのだろうと推測されるのですが、

具体的にどれぐらいいて、どんなふうに困っているのかということについ

て、協議する場がなかったということで、この大きな部会のテーマとして

設定されました。 

委員の構成としては、練馬区内で何らかのかたちで発達障害にかかわって

いる方たちを中心に構成されています。部会は８回開催しました。この部会

に関しては、今期で終了、次の期は新たな連絡会に発展して部会としては解
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消します。従って、次の連絡会に引き継ぎたいことがたくさんあり、細かく

報告を書かせていただいております。大きくポイントだけお話ししたいと思

います。 

課題は、大きく４つ設定いたしました。まず、１つ目の課題は「切れ目の

ない支援」ということが区内でのテーマになっておりまして、これを発達障

害で考えるとどうなるか、ということです。 

   練馬区は、こども発達支援センターができましたので、子どもの時期の

発達障害の支援策というのは整ってきているところです。発達段階に応じ

て支援をどのように引き継ぐのかというのが、最初に設定されたテーマで

した。一方で、具体的に協議をしていきますと、子どもの発達障害の支援

の流れに乗らない人たちが、たくさんいるだろうということ。それから、

子どもから大人の機関に移行しようと考えた時に、大人発達障害を支援す

る機関がなく、引き継ぎ先がなければ移行というテーマは成り立ちにくい

という話になりました。 

   一方で、どんなかたちで支援を続けていくかというと、ご家族を軸にし

た、いつでも相談できる環境作りが一番有効であり、どの段階、子どもで

あっても大人であっても相談できる先があって、なんらかのサービスにつ

ながっていくという流れができればいいだろうという話になりました。 

   発達障害に関しては、その障害の特性によって、ご家族が育児に困難感を

持ちやすく、ご家族の対応がうまくいかなくて、子育ての中で、ご本人とご

家族の間で悪循環が起きてしまうという特徴が多く見られます。なので、発

達障害を考える際には、家族支援が必要であろうというのが、大きなテーマ

として見えてきたところです。 

２つ目の課題として、大人の発達障害に対して、どんな支援の仕組みがあ

ったらいいだろうかということを検討しました。大人の発達障害が、どのよ

うに課題が顕在化してくるのか協議をした上で、具体的な仕組みとして必要

なことを、様々な取組を紹介しながら整理しました。 

ここから派生するかたちで、センターのプログラムの中で、当事者を呼ん

で講演会を開催しました。また当事者のピアカウンセリングの活動について

当事者から報告していただく機会を設け、その内容を部会の中で報告いたし

ました。 

課題の３つ目として、具体的に発達障害の方が地域の中で困っている事例

を通して検討いたしました。一つは、発達障害の上に、さらに精神的な疾患

が重ねて発生し、人に対して高い攻撃性を持ってしまっている方がいます。

こういった方たちは、支援の入り口で、支援につながることを拒否してしま

うので、なかなかうまくいかない。また、地域の中で引きこもってる方がた
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くさんいますが、その引きこもりの方の中には、発達障害の人がいるようだ、

ということが確認されました。 

そして、４つ目の課題として、ネットワークのあり方というのを検討しま

した。このネットワークのあり方について、連絡会に引き継ぐ引き継ぎ事項

として記載しました。 

連絡会に関しましては、一つは、これまで必要なものを協議してきたので、

抽象的な協議はやめて、具体的な取組を考える場にしたいという意見が出て

います。連絡会の構成員について、今まで、地域の中で取り組んで困ってい

る人たちが話し合いをしてきましたが、一歩先に進めるためには、専門職が

加わってほしいという意見が出ています。連絡会を進めていくにあたって、

新しい仕組みを作ろうとすると、様々な業務が生まれてくると考えられます

が、それを誰が行っていくのかということについても、具体的に検討してい

きたいという意見が出ていました。以上です。 

○副会長 

ありがとうございました。５つの部会から、３年間の活動の報告をしてい

ただきました。関係者、当事者の人の意見を聞く機会を設け、詳細に事例を

検討して、いろんな問題を明らかにして掘り下げてきていると思いました。 

権利擁護部会のご報告ですけども、教育現場との連携に取り組むことが協

調されていたように思いましたけど、具体的には、縦割り行政の中で、教育

分野の人と連携するための具体的なお考えがあるでしょうか。障害福祉の分

野は、自立支援協議会など関係者が話し合う場がありますが、教育関係でも

会議体があると思います。一緒に話し合いの場を持つことも可能でしょうか。 

○事務局 

   権利擁護部会の中で、教育現場で、お子さんに対して障害に理解を求め

ていくということが大事な視点です、というご意見をいただいたところで

ございます。実際、今年４月から、障害者差別解消法が施行されるのをき

っかけに、教育委員会と福祉部がより一層連携しながら、何が出来るのか、

検討していきたいと考えてございます。 

○障害者施策推進課長 

教育関係者との話し合いに関しては、こども発達支援センターが事務局と

なって、平成２５年度から障害児発達支援連携会議を開催しております。こ

の会議では、学務課、保育課、子育て支援課、学校教育支援センターなど関

係部署が情報交換や、今後の課題解決に向けての話し合いを行っております。

まだ積み上げとしては浅いところがありますが、より有機的に活動していき

たいと考えております。また、教育委員会では、知的障害児の教育に関する

会議を開催しており、こども発達支援センターの職員が参加しております。
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さらに次年度設置を予定している障害者差別解消支援に関する会議には、教

育関係者に委員としてご参画いただく予定があります。様々な機会を活用し、

教育との連携に一層努めていきたいと考えているところでございます。 

○副会長 

   ありがとうございます。他の分野との交流も広げていけると、活動がよ

り広がりがあるものになると思い、お聞きしました。他にご意見、ご質問

ございませんか。 

○委員 

ライフステージを踏まえた切れ目のない支援という言葉が何度か出てき

ましたが、その中では介護保険との連携を考える必要があると思います。横

断的にサービスを作るとか使うとか、有機的な連携とか、言葉には出てきま

すが、障害福祉サービスと介護保険サービスでは、フレームやサービスのつ

くりが違ってくるのだろうと思うのです。介護保険はある程度フレームがあ

るんだと思うのですが、障害福祉サービスは裁量の幅があり、個々に応じた

サービスが工夫されていると思うので、切れ目のない支援という視点から、

その人に合った地域生活に応じた連携が必要になると思いますので、横断的

なものを考えていただければと思っています。 

○副会長 

ありがとうございました。 

高齢者支援部会、相談支援部会、いかがですか。 

○委員 

      高齢期支援部会でも、同様の課題について協議してきました。部会員に

は地域包括支援センターの職員がおり、虐待を見つけて発見していくこと

の重要性や、家族のバランスが変わってくると虐待が起きやすくなる等の

という意見が出されました。 

   介護保険は予防的な視点ですが、障害福祉サービスは自立に向けた支援

という視点です。介護保険のサービスを利用していて不足している分は、

障害福祉サービスで対応するということもあります。移動支援は、障害者

にとって非常に重要な移動手段ですが、介護保険の視点では対応が難しい

部分でもあります。そこは、障害のサービスの使いやすさというのを介護

保険に取り入れていく、もしくは、障害福祉サービスで利用できる間口を

広くするということが必要であり、部会として行政に訴えていく必要があ

ると考えているところです。 

    地域ケア会議などに地域生活支援センターが参加する機会が増えていま

す。その様な場で支援者同士の関係をつくり、お互いの機関の良さを生か

していって、介護保険に切り替わる時には丁寧な引き継ぎができるように
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するなどの課題をクリアする必要があるのではないかと思っています。 

○委員 

   相談支援部会では、今期が「切れ目のない支援」ということをテーマに

掲げていましたが、障害児支援の視点から協議することができませんでし

た。３年間で８回の部会で、それなりの成果を出そうと思うと、ある程度、

課題をしぼる必要があります。また、前回の振り返りをきちんと行って、

なるべく継続して協議を続けたため、児童の支援については、この３期で

は取り上げられなかったという反省点があります。次期への課題として引

継ぎ、どのような視点で協議をするかということは、今後検討させていた

だきたいと考えています。 

○副会長 

ありがとうございました。第４期に向けてどの課題に重点を置くかという

ことを絞り込むこと、それから、教育とか介護とか、他の分野の人たちの携

わっている人たちの話を聞くこと等も必要だろうと思います。少し取り入れ

ていただいて、第４期の活動について考えていただきたいと思います。 

   それでは、次の議題に移ります。第３期の協議会の活動報告書について、

説明をお願いします。 

○事務局 

第３期障害者地域自立支援協議会活動報告書（案）と、次期の第４期障害

者自立支援協議会についての方向性についても併せてご報告させていただ

きます。 

平成２５年から２７年度まで、第３期練馬区障害者自立支援協議会で協議

をしてきた成果につきましては、活動報告書にまとめさせていただきたいと

考えています。構成につきまして、大きく分けて４つに分けさせていただい

ています。１つ目は、「練馬区障害者地域自立支援協議会について」という

ことで、自立支援協議会についての設置の根拠ですとか役割等を記載してお

ります。 

   次に、「第３期の主な協議事項」ということで、今期、協議をさせていた

だいている事項につきましての記載をさせていただいております。それか

ら、協議に合わせて、各専門部会を設置させていただいておりますので、

そちらの設置、５つの専門部会と全体会との関係性について、記載させて

いただいております。 

   次は、全体会の開催状況と議題について、まとめをさせていただいてご

ざいます。専門部会からの協議事項に対する全体会からのご意見などにつ

いて記載しております。 

   次に、障害者計画・第４期障害福祉計画へのご意見の概要を掲載してお
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ります。 

続きまして、専門部会の活動概要について、本日報告をさせていただいた

内容でご了解いただけましたら掲載させていただきたいと考えております。 

 資料につきましては、最初に、障害者計画・第４期障害福祉計画に対する

自立支援協議会からの意見書を全文載せさせていただいております。他に自

立支援協議会の設置要綱、自立支援協議会の名簿を載せさせていただきたい

と考えてございますので、よろしくお願いいたします。 

続いて第４期自立支援協議会の方向性について、ご報告させていただきま

す。前回の全体会で協議させていただいた内容をもとに記載しております。

全体会委員は、年３回の開催を考えてございます。 

協議事項は５つございます。「相談支援ネットワークの推進、相談支援体

制の整備」もう一つは、「障害者計画および障害福祉計画の進捗状況の把握

ですとか確認」、３つ目が、「障害者虐待防止に係るネットワークの構築、障

害者の権利擁護に関すること」４番目に、「高齢期を迎える障害者の支援お

よび地域の障害者を支援する取組に関すること」最後に、「障害者の地域移

行および地域定着支援に関すること」ということで構成させていただきまし

た。狙いとしましては、ネットワークの強化ですとか、課題についての情報

の共有をしていただくこと、地域の障害者への理解の促進ですとか、地域課

題の解決のための体制整備の提案などの役割を担っていただくということ

を考えてございます。 

自立支援協議会全体会の構成は２２名以内、選出区分は今期と基本的には、

大きく変わるところはございません。１点、「サービス提供事業者」につき

ましては、今後、高齢障害者の課題について、より効果的に話し合うために、

介護保険サービス事業者のご参画を考えてございます。 

続きまして、専門部会の設置について、ご説明させていただきます。権利

擁護部会については、障害者施策推進課と大泉障害者地域生活支援センター

が事務局を担当し、引き続き、障害者虐待の防止に係るネットワークの構築

の件とか障害者の権利擁護の推進に関することを、協議させていただければ

と考えてございます。 

 続きまして、地域生活・高齢期支援部会でございます。こちら、豊玉地域

生活支援センターが事務局を担当し、引き続き、障害者の高齢化、重度化へ

の対応、「親亡き後」の問題、高齢期を迎える障害者の支援に関することに

ついての協議を予定しています。また、地域全体で障害者を支えるための支

援に関する協議をさせていただきたいと考えてございます。 

   次に相談支援部会は、光が丘地域生活支援センターが事務局を担当し、相

談支援ネットワークの推進ですとか相談支援の体制整備について協議し、引



 13 

き続き、ケアマネジメント体制の強化について取り組んでまいりたいと考え

てございます。 

最後に、地域移行部会でございます。こちら、石神井が事務局を担当させ

ていただき、引き続き、地域移行、地域定着の課題、また、住まいに関する

こと、地域で生活していくための課題等について、継続して協議していきた

いと考えてございます。 

発達障害支援部会につきましては、連絡会のほうに移行させていただきた

いと考えてございます。 

最後に、全体会の時間設定ですとか資料につきましては、次期の協議会に

つきまして、事務局会議等で工夫をした上で、より協議がしやすく、協議の

時間が取れるようなかたちで運営したいと考えております。報告は以上でご

ざいます。 

○副会長 

ありがとうございました。報告というのは、練馬区長に対して報告すると

いうことですか。 

○事務局 

   こちらにつきましては、ホームページ等に掲載しまして、区民に広く情

報提供ということでご報告させていただきたいと思っています。 

○副会長 

では、こういうかたちで報告書を作るということで、よろしいでしょうか。

それでは最終的な調整は、会長と事務局に一任というかたちでお願いします。 

 それでは、次の議題は、「区からの報告および意見聴取」ということで、

障害者を理由とする差別の解消の推進についてご説明をお願いします。 

○障害者施策推進課長 

それでは、この４月１日から施行されます障害者差別解消法の施行に向け

た区の取組について、ご報告いたします。 

   まず、区としての取組の１つ目です。職員が、この法の趣旨にのっとっ

てきちんと対応するために、対応要領を制定し、順守に努めていきたいと

考えております。  

２つ目の取組は相談体制の整備です。障害のある方またはその家族等から

のご相談の窓口としましては、障害施策推進課ならびに、通常、障害がある

方がご相談等にみえる４か所の総合福祉事務所および６か所の保健相談所

を相談窓口とさせていただきます。  

   ３つ目の取組は練馬区障害者差別解消支援地域協議会です。こちらにつ

きましては、区市町村においては、法律上は法的義務とはされておりませ

んが、区としては設置に向けて、準備を進めているところでございます。
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構成員としましては、自立支援協議会の構成員を基本としまして、この差

別解消のための地域協議会に必要となる職員または委員等を加えるかたち

で構成させていただきたいと考えております。自立支援協議会は２２名以

内としているところですが、この差別解消支援地域協議会につきましては

２５名以内を考えております。自立支援協議会では事務局となっている区

の職員等も、差別解消のための地域協議会では委員として入らせていただ

く予定です。その他、教育関係者、民間事業者、法曹関係者にもご参画い

ただきたいと考えており、ただいま人選の調整を行っている段階でござい

ます。 

   この法律の施行にあたっては、区民の方に、障害について理解していただ

くことが何よりも大切だと思っております。本日、机上に区民向けパンフレ

ットをお配りさせていただきました。こちらを相談窓口等で配布し、差別解

消法についての周知に努めていきたいと思っているところでございます。そ

の他、ホームページへの掲載、講演会の実施等により周知を図ってまいりま

す。 

また、区内には多数の障害者支援施設があります。この施設を活用した啓

発事業に、これまで以上に努めていきたいと考えております。それぞれが事

業、お祭りを行うだけでなく、これらをつなげて、よりアピールして多くの

方に来ていただくような仕組みを検討しております。（仮称）障害者施設ラ

リーと呼んでおりますが、そのような様々なかたちの普及啓発を行いたいと

思っています。 

   ４月には、区内にありますアイメイト協会が、区役所の１階アトリウム

を使ってアイメイト体験等のイベントを行う予定です。障害のいろいろな

理解を深めていくため、様々なかたちでの啓発に努めたいと考えておりま

す。 

この４つの取組をしっかりと進めていくために、今、最終的な調整、準備

を行っているところであります。また、ここにいる委員の皆さまにおきまし

ては、さらなるご協力をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。簡単でございますが、私からの説明は以上です。 

○副会長 

ありがとうございました。障害者差別解消法について、対応要領、相談体

制の整備などに取り組むというご報告をしていただきました。地域協議会は、

自立支援協議会とは別の日に会議をするのですか。 

○事務局 

地域協議会については、自立支援協議会と同日開催がよいか、別の日に開

催するか、そのあたりも皆様のご意見をいただきたいと考えております。 
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○副会長 

   会議の開催方法ですとか、職員の対応や研修など、どの程度熱心にやっ

ていただけるのかということも、さまざまなご意見、ご心配があると思い

ますが、いかがでしょうか。 

○障害者施策推進課長 

区におきましては、職員向けの新任研修あるいは全職員向けの研修につい

ても、人材育成課との協議、調整を進めているところです 

   また、差別解消支援地域協議会の中では、今後４月以降、窓口によせら

れた相談などについてもフィードバックして検証を進めていきたいと思っ

ております。 

○委員 

地域協議会の役割の中に、障害者団体や区がお互いに「顔のみえる」とな

っています。この「顔のみえる」という言葉の「みえる」という部分が、気

になるところなんです。私自身は、こういうところを捉えていかなくてはい

けない部分だと思っていて、どういう意味なのか、ちょっと聞きたいです。 

○障害者施策推進課長 

   表現が難しいところですが、大切な視点として日々心がけているのが

「個々の障害に応じた」あるいは「個々の障害のある方に応じた」という

ところで、一人ひとりの、という意味を込めて、この言葉を使わせていた

だいています。 

表現として、うまく伝わりにくかったかもしれませんが、思いとしては、

「個々の障害」そのような思いを込めて言わせていただいたところでござい

ます。以上でございます。 

○委員 

   ４月から差別解消のために合理的な配慮が、教育機関とか全体で必要に

なってくると思います。この協議会で、そのあたりを取り上げる予定はあ

りますか。どのように関わってくるのかを教えていただきたいんですけど。 

○事務局 

合理的配慮につきましては、様々な場面で想定されるところです。いろい

ろ様々な場面で、合理的配慮の提供の意思の表明があった場合にどう対応し

ていくのかという事例等を蓄積しながら、地域協議会のほうで相談事例とい

うことで取り上げさせていただき、協議をさせていただくことも、想定され

ているところでございます。 

○委員 

先ほど、「顔のみえる」関係についてご発言がありました。顔が見える方

もいらっしゃるし、また、見えない方もいらっしゃる。そういうことを踏ま
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えて、言葉の表現というものを考えていただけたら、と思います。 

○委員 

「顔のみえる」言葉の表現について、区の考え方はよくわかるのですが、

そういう文言をこういう中で表現することは、適していないと個人的には思

います。 

私は、肢体不自由者の代表で来ています。今後、意思決定支援が問題化さ

れます。最重度の子にとって、意思決定支援とはなんぞやと、私自身が、こ

れから迷い悩み勉強していくところですけど、どうぞ、意思決定支援につい

ても、差別解消の中で、職員の研修の時に、触れていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

○副会長 

ありがとうございました。いろいろ検討する課題がありそうですから、差

別解消支援地域協議会は、十分な時間を取って協議を尽くすことができるよ

うに設定していただきたいと思いました。 

つづいて、平成２８年度練馬区障害者施策の概要について説明をお願いし

ます。 

○障害者施策推進課長 

   先週まで、第１回定例議会が行われまして、平成２８年度予算の審議が

行われておりました。議決が終わり、２８年度に向けて歩み始めていると

ころでございます。 

   一般会計は 2,599億余、昨年度比 6.3%増。そのうち保健福祉費は 813億

余、9.3%の増、うち障害者施策予算については 198億余、6.7%の増と、保

健福祉費、障害施策予算共に、一般会計よりも少し高い伸び率となってお

ります。 

増えた主な理由として、一つは、２年に１回の作成する「障害者福祉のし

おり」に関する予算が５００万円ほど増加しております。もう一つ、大きな

増額の理由としましては、障害福祉サービスに係る介護給付費や訓練等給付

費、放課後等デイサービスや児童発達支援に係る障害児支援給付費、こちら

が両方合わせまして 11 億と大幅に増加し、予算の中で大きな割合を占めて

おります。 

   続いて、主な事業について４つほどご説明をしたいと思います。1つ目の

「障害者グループホーム等のニーズ調査」については、のちほどご説明い

たします。 

２つ目は、先ほど来説明をさせていただきました「障害者差別解消支援推

進に関する経費」がございます。 

   ３つ目は、消防法の改正に伴い、グループホームに設置しなくてはいけ
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ない消防設備導入についての助成について取り組んでまいります。 

４つ目は、新しい事業となります。来年度、初めての取組としまして、ス

ポーツ振興課と協力をいたしまして、（仮称）ユニバーサル・スポーツフェ

スティバルという、障害のある方もない方も参加できるスポーツ大会を実施

いたします。この前哨戦として、明後日には、福祉園利用者等を中心とした

ボッチャ大会を行う予定です。 

練聴協の皆さんは、１月の終わりのボッチャの大会で好成績をあげ、皆さ

んとても楽しんでいるご様子で、プロ級の腕前を見せていらっしゃいました。

平成２８年度は、このような障害のある方もない方も楽しめるスポーツフェ

スティバルにも取り組んでいきたいと思っております。これは１回で終わり

ではなく、恒常的に取り組んでまいりたいと考えている行事でございます。 

続きまして、グループホームを含む障害のある方の住まい調査についてご

説明いたします。障害のある方の住まいについては自立支援協議会の専門部

会等でもいろいろご協議いただきました。障害のある方のグループホーム、

あるいは賃貸や一人住まい等の状況、希望等を調査して、グループホームの

入居、あるいは住まいに関する必要な支援について検討する目的で行うもの

でございます。これまで障害者計画・障害福祉計画策定時の基礎調査の中で

は、設問数が非常に多岐にわたっていたので、住まいに対して十分なニーズ

を捉えきれなかったという思いがございまして、今回、非常に大切な課題で

ある住まいについて調査を実施致します。 

調査の対象は、知的、精神、身体、難病の方、対象年齢は１８歳以上６５

歳未満と考えております。来年度中に調査を実施する予定で準備を進めてお

ります。 

本日は、調査の項目について皆さんのご意見をいただきたいと思っていま

す。調査の設問については、２０問程度を考えております。 

   まず基本属性としまして、年齢・性別、主たる障害、障害支援区分、あ

るいは手当等の経済状況と日中活動の状況を聞きたいと思っております。    

つづいて住居に関する現状、あるいは同居の状況についての設問となって

います。 

   ３つ目が住まいの希望状況の設問です。年代によって住まいに関する希

望の現れ方が違うと考えました。１年後から５年後くらいまでの近い将来

にどうしたいかという希望と、１０年後くらいにどうしたいか、この二通

りについてお伺いしたいと考えております。 

   ４つ目が、専門部会でもご協議いただきました、地域で生活するために必

要なサービス、あるいは賃貸住宅を借りるために必要な支援などに関する設

問でございます。 
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最後にグループホームを希望される方については、グループホームの入居

について、どんな条件を満たすグループホームに入居したいのか、施設を選

ぶ基準、入居したあとに必要な支援、費用などについての設問です。あるい

は、グループホームを希望しない理由というのも場合によっては聞かせてい

ただきたいと考えております。 

皆様のご意見を頂きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○副会長 

ありがとうございました。障害者の住まいに関する調査は、区内の全部の

障害者を対象にして行うということですね。目的は、グループホームがどの

ぐらい必要かということを知るということが中心だけど、賃貸住宅を借りる

とか、グループホーム以外の居住に関する支援の施策の必要性についても把

握するということですよね。 

区のほうで調査は実施して、結果については、協議会に報告していただい

て、協議会の意見も出せるということですね。調査項目については、内容が

書いてありますけど、具体的な調査用紙は、まだ作成されていないようです

が、この調査について、ご意見をお願いいたします。 

○委員 

僕自身も、地域で民間のアパートを借りて住んでいます。その部屋を借り

るときの経験、また会の皆さんの意見を聞いていると、いろんな苦情がいっ

ぱいあるんです。できたら、このアンケートのどこかに、自由欄でもいいん

ですが、どんなことが困ったか、どんなことに問題点を感じたか、記載する

欄を設けていただきたいと思います。 

例えば火事の心配とか、借りるための不動産屋との折衝の仕方だとか、契

約書の裏は点字じゃないので読めないとか、細かいことですが、意見を取り

入れてもらったらいいのかな、と思っています。 

６５歳以上の人は対象としていないようですが、それはどういう理由です

か？ 

○事務局 

今回、対象年齢を１８歳以上６５歳未満と設定させていただいています。

６５歳を超えられる方については、介護保険のサービスを使っていただくこ

とになりますので、今回の調査対象からは、はずさせていただこうと考えて

いるところでございます。 

○副会長 

賃貸住宅を借りて生活している人が困っていることがあるから「賃貸住宅

を借りて生活していることで困っていることはないですか」というような設

問も入れてほしいということだと思います。 
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賃貸住宅じゃなくても、持ち家で一人暮らしをしている人も困っているこ

ともあるだろうし、家族と一緒に暮らしている人も、狭くて本当は一人で暮

らしたいんだということもあるだろうし。それぞれの住まい方によって困る

ことがあると思うので、そういうことが把握できるようにしていただいて、

それが支援につながるような調査にしていただきたいと思います。 

○委員 

   以前のアンケートなどは、調査対象について、パーセンテージに応じて

無作為に抽出して実施していたと思います。今回は、手帳所持者全員が対

象ということですか。 

○事務局 

   全件調査になりますと、約３万人となります。本当は皆様に調査を差し

上げたいところでございますが、調査数が多いものですから、無作為抽出

したある一定の人数について、調査をさせていただきたいと考えておりま

す。 

○委員 

地域移行はグループホーム、というような印象を持っておりました。それ

で、グループホームの設置をお願いしてきたということもあります。ですが、

総合支援の３年後の見直しによりますと、グループホームは、だいたい重度

の人が対象になっていくということのようです。 

権利条約などをみましても、どうして障害者は集団で住まなければならな

いのか。例えば私もグループホームで暮らせと言われると、正直なところ３

日ももたないと思います。集団生活ですから。親の立場ですと、障害者には

グループホームが本当に安心でいいと思うのですが、これからは、おそらく

グループホームは重度の人が生活し、なるべく自分で暮らせる人には、サテ

ライト型グループホームとか、自宅で暮らす、そのような暮らし方になって

いくと思うのです。 

それで、この障害者の住まいに関する調査をみると、やっぱり、障害者、

地域移行、イコールグループホームというような感じがすごくあると思いま

す。この調査を見て、「障害者はグループホームに入るものだ」というよう

なイメージができはしないか、という思いがいたします。 

本当に本人が望む生活に合った住まいの場の確保というところで、バリエ

ーションも考えられる視点があるといいと思います。また、今後地域生活支

援拠点を作っていかれる中で、グループホームの体験型が入ってこようかと

思います。若い世代はおそらくグループホームを体験したいと思っていると

思うので「こういう体験の場があると希望しますか」というような設問も作

っていただければと思います。以上です。 
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○委員 

  住まいの希望について、施設入所という方も多いです。まだグループホー

ムは通過性と考えるところも多いものですから。むしろ将来のためには小規

模の入所施設が欲しい、という希望を持つ方も、結構おります。ですから、

そのへんも考慮していただきたいと思います。 

   本当は、会のほうで「こういうことを付け加えてほしい」ということを、

事前に話し合ってくればよかったと反省しています。やはり会に持ち帰っ

て、また連絡させていただくかもしれませんので、よろしくお願いします。 

○委員 

先ほど、意思決定支援というお話が出ていましたが、知的障害者の場合は、

ご家族が回答する場合が多いと思います。私が見ていると、ご家族とご本人

の意見が違うことが結構あるんです。 

もし可能ならば、この回答用紙の一番頭のところに「本人が書いた、家族

が本人に意見を聞いて書いた、本人の意見を想像して代弁した」ということ

が分かるような設問があると良いと思います。知的障害者は、ご家族のご意

向が、ここに反映されて出てくると思うので、それイコール知的障害者の希

望だというのとはちょっと違うかと思います。意思決定支援ということを丁

寧に捉えたら、そんな項目があるといいかと思います。 

○委員 

   このアンケートは大まかなもので、まだ具体的にどういうふうになって

くるか分かりません。具体的になったら、われわれ委員のほうにも、こう

いうものを作りますということを出されるわけですよね。でないと、これ

だけでは分からないことが結構多いのです。例えば、聴覚障害者の場合も

本人が書きにくい、書けない、言いたいことを書けない、という方が多い

んです。このアンケートの場合も、本人が書きやすい、書けるようなかた

ちにしていただきたいと思います。 

   また、アンケートをやって結果がまとまった場合は、われわれ委員のほ

うにも、見せていただく機会があったらいいのかと思います。 

○副会長 

いろいろご意見が出ました。調査の進め方ですけども、調査用紙というか

調査項目について、案を作ってもう一度意見を聞いてほしい、ということが

多かったと思います。もう少し質問項目などを明確にして案を作っていただ

いて、事前に情報提供していただいて、今度の協議会で決めるみたいなかた

ちが取れるでしょうか。 

○障害者施策推進課長 

私どもは、この調査の結果を出来るだけ次年度以降の施策に反映させたい
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と考えています。実は夏には次年度の予算の調整が入る時期になりますので、

出来るだけ早めにこの調査に着手したいと考えております。次の自立支援協

議会が夏の時期になってしまうので、そこで協議することは厳しいかと思っ

ています。 

ただ、本日は貴重なご意見をいただきました。書きやすさ、答えやすさと

いう大切な視点についてのご指摘、また、意思決定支援の立場から、誰が答

えたか、という大切な質問項目についてご意見をいただきました。そういっ

たところを踏まえて、有効な調査ができるよう検討してまいります。どのよ

うな形で皆様にお示しできるのかは、事務局でお預かりさせていただいきた

いということで、お願いします。 

○副会長 

   次の協議会までは待てないけれども、具体案をもう少しはっきり提示し

ていただいて、意見を求める機会を設けていただけるということですね。 

   先ほど住まいの希望はグループホームだけではない、というご意見もあ

りました。今、病院や施設ではなく、地域で生活してみようということが

障害者福祉の流れですが、グループホームは地域の中で作る施設みたいに

なるので、やっぱり施設は施設だということがあります。それから、施設

ではなく、一般の人たちと同じような住まいで生活したい、ということも

ありますので、グループホームのニーズを把握するだけではなく、居住に

関する支援のニーズを把握する、という目的をもう少し付け加えていただ

く。例えば賃貸住宅への居住支援や、賃貸住宅に住んでいる人の困ること

などについて、付け加えていただいたほうがいいのかと思いました。 

もう一回、なんらかのかたちで具体案を示していただいて、意見を言える

ようにしていただくということで、お願いします。 

以上、予定された議題を終了しましたが、事務局のほうからお知らせが 

ありますか。 

○事務局 

３年間、自立支援協議会にご参加いただきましてありがとうございました。

第４期の自立支援協議会について、第１回目は６月の下旬から７月頃の開催

を検討しております。 

その間、委員の改選手続き等を進めてまいりますので、詳細は第４期の委

員の皆さまに改めてご案内させていただきます。第３期に続き、第４期も委

員としてご参画いただく方も中にはいらっしゃると思いますので、その際は、

ご協力のほどどうぞよろしくお願いいたします。事務局からの連絡は以上で

す。 

○副会長 
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ありがとうございました。それでは、これで第３期、３年間の協議会が終

わることになります。最後に福祉部長からご挨拶をお願いします。 

○福祉部長 

平成２５年度から３年間にわたり開催してまいりました第３期自立支援

協議会が本日をもって終了となります。大変お世話になり、感謝申し上げま

す。各分野から専門部会にもご参加いただき、貴重なご意見をいただきまし

た。また、昨年度の新しい障害者計画、障害者福祉計画の策定にあたりまし

ても、意見書をご提出いただいたということで感謝を申し上げたいと思いま

す。 

第４期におきましても、今日ご報告があった様々な課題につきまして、よ

り充実した協議を行って、各方面との連携を図りながら、どうしていくかと

いうところを具体化していきたいと思っております。 

また、今日ご報告いたしましたけれども、障害者差別解消法が施行されま

す。練馬区といたしましても、これを契機に、練馬区の窓口変わったな、と

言われるように頑張っていきたいと思っておりますので、ぜひ、またこれに

ついても、厳しい意見も含めまして、いろいろご意見をいただければと思っ

ております。 

また、障害者総合支援法につきましても、いろいろな議論が、国のほうで

行われているようでございます。こういった動向も踏まえまして、皆さまと

共に手を携え、良い方向にいくように、私共、頑張っていきたいと思います

ので、引き続き、ご協力をお願いしたいと思います。最後に、改めて感謝申

し上げまして、本期の終了の挨拶とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

○副会長 

どうもありがとうございました。 

それでは、以上をもちまして、第３期第９回自立支援協議会を終了します。

どうも、ご協力ありがとうございました。 

 


